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次号予告「プロジェクターによって拡張される実世界」

巻頭言
プロジェクターによる実世界の拡張  ‥‥‥‥‥苗村　健

解　説
プロジェクションによる適応的な見かけの操作の原理 
と応用  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥天野敏之
プロジェクションによるウェアラブルディスプレイ技術 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥伊藤勇太
運動追従プロジェクションを利用する映像コンテンツ 
との動的インタラクション  ‥‥‥‥‥‥‥‥鏡　慎吾

動く対象への動的プロジェクションマッピング技術 
  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥橋本直己

可視光通信プロジェクターによる装置制御  ‥‥平木剛史
高速性を追求するダイナミックプロジェクションマッ 
ピングの基盤と実践  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥渡辺義浩

光学ハイライト
マイクロウェルを用いた超高速・超高感度ウイルス 
ディジタル検出  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥芦葉裕樹

気になる論文コーナー

今後の特集予定
52巻 1号「プロジェクターによって拡張される実世界」
52巻 2号「擾乱環境下でのイメージング」
52巻 3号「位相物体の可視化・定量化と生体医療応用」
52巻 4号「分布型光ファイバーセンシング」
52巻 5号「円偏光の生成・検出・応用の進展」 

//編集後記 //

　生体由来の分子や生体組織と光の相互作用に関する研
究が進んだことで，新しい光学的診断法が生み出されて
います．また，各種光源やセンシングデバイスの小型
化・低価格化に伴い，ポイント・オブ・ケア（point-of-
care, POC）の環境で使用できる，ポータブルな医療・
ヘルスケア機器の研究開発や実用化も進んでいます．医
療・ヘルスケアにおける POC検査は，多くの先進諸国
が迎えつつある高齢化社会において普及の拡大が見込ま
れる遠隔・在宅での医療，災害時や発展途上・紛争地域
における低資源環境下での医療への対処など，グローバ
ル医療・ヘルスケアにおいて今後もますます必要とされ
ていくと考えられます．
　本特集号では，分光計測や蛍光検出に基づき健康状態
や疾病・障害をその場で迅速に調べる POC検査のため
の多種多様な光学技術について，最新の研究動向や応用
例を各専門分野の第一人者の方々に解説していただきま
した．本特集号を通じて，より多くの方にこの分野に興
味をもっていただき，基礎から応用に至る技術のさらな
る発展に繋がることを期待しております．最後に，ご多
忙の中，本特集号の記事をご執筆いただいた著者の皆
様，企画に多くのご助言をいただいた編集委員の皆様，
最後まで丁寧に原稿を取りまとめていただいた編集局に
深く感謝申し上げます． （西舘，倉田）

原著論文を募集しています
　「光学」では，日本語の原著論文を募集しています．会員・非会員を問わず，自由に投稿できます．皆様の意
欲的なご投稿をお待ちしております．
　また，上記に加え，特集テーマに関連のある原著論文も募集しています．この場合，採択となった論文はその
特集号に合わせて掲載できるよう，査読作業をより迅速化いたします．特集テーマ関連の投稿締切は，当該特集
号発行月の 4か月前の 10日です．特集号を明記のうえご投稿ください．
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